
17世紀のオランダ風景画にみる気候変動の影響

西崎紀衣

はじめに

豊田市美術館では2011年に、シュテーテル美術館（フランクフルト市、ドイツ）の

コレクション95点による展覧会1を開催した。凡そ豊田市美術館では19世紀未から現

代までの作家を扱うことが多いため、17世紀オランダ・フランドル絵画について改

めて考える機会を得たことになる。17世紀オランダ・フランドル絵画が取り上げら

れる場合、風景画や風俗画（室内画）は欠くべからざるジャンルである。この時代を

扱った展覧会や書籍に取り上げられる作品には「冬景色」を措いたものが何点かは含

まれており、また確固とした季節の同定は困難である場合でも、田園風景や家並み

の上方、肖像画の背景に曇天一全天を覆い隠すような高層雲、乱層雲や層積雲表Tが

重く垂れこめた空－が措かれていることは珍しいことではない。因みに今回シュデー

デル美術館から貸し出された風景画37点中、曇天もしくは雲が空の50％以上を覆う

ように描かれている作品は27点である。制作者は20人を超えており、当然ながら一

部の嗜好による内容偏向ではない。制作者や描かれている様々なモティーフについ

て、かなり具体的な内容が語られることは多い。しかし画中でかなりの存在感を持っ

て描かれている空については、空気遠近法の使用について触れられている程度であ

り、気象ましてや雲の姿形について記しているものは、管見ながらあまり見当たら

ないように思われる。風景画における「写実性」の意味や、雲が疑似科学的な「演出」

の類2であるとの考察等、地上にかかる「天蓋」の描写と実際の気候とのかかわりは検

討課題も多く、容易に断じることはできないことは確かである。しかし他方、当時

の風景画が写実性の高い描写であるがゆえに、気象、宇宙線、太陽物理等の研究者

から注目され、気候大変動と寒冷化を視覚認識するための証として取り上げられて

いることも事実である。そこで17世紀の風景画に見られる気象と、作品が描かれた

時代の気候変動とその要因について、概観したい。

屠 名菰 よ く昆 れる高 さ と裳威

上 巻　 雲 塵 地 方　　 3 ‾－8 km

居 器 量 一〇・君詮方　 5 ‾－1 3 km
鮨 地方　 6 － 1 8 km

中

高 嶺曇 塵 地 方　　 2 － 4 k m

電話 粒方　　 2 － 7 rn

哀 日昌

熟語 地方　　 2 － 8 km

一 飯 に中層 にみ られ るが　 上 層 まで広 が って いる こと
居 が 多い。

乱 層雲 一 飯 に中層 にみ られ るが 、上 層及 び下 層 まで広 が って

い るこ とが 多い。

下

眉 漬雲 極 地 方　　 地表 付近 i－ 2 k m

層　 雲 蓄電 地方　　 地表 付近 i－ 2 k m

菱亮 地方　　 地表 付近 － 2 k m
麿
覇 ∴婁 積雲 、高 誼 ：雲 底 は一寂 に は下層 に ある が、 重責 は

頚 乱雲 中居 か ら上層 に 享で達 して い るこ とが 多い。

表1雲の分類表（気象庁r雲の観測（地上気象観測別

冊）g1989年参考）

オランダ風景画の成立と特徴

17世紀のオランダ絵画が黄金期とされる理由のひとつに、聖書や古典を主題にし

た作品の背景、場面設定といった副次的な扱いから独立して、風景画が－ジャンル

として確立されたことがあげられる。日常の風景、母国・故郷の姿を写実的な描写

で表していることが特徴といえよう。16世紀から続く独立戦争を経て、スペインか

ら独立を果たしたオランダ人は郷土の風景を自宅に飾ることを好んだとされる。

1650年中ごろのオランダでは、従来最も重要視されてきた寓意画・歴史画の発注数

を上回るほどに、風景画は最も重要なジャンルとなった。17世紀のオランダで制作

された絵画の総数は700万－1400万点といわれ、さらに17世紀半ばにオランダで流通

した絵画の少なくとも30％は風景画であったといわれる3。また地誌への高い関心は

ジャンルごとに得意分野を持つ画家たちに、「田園風景」匡－、「海景」酸、「夜景」、「冬景
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図6　アールト・フアン・デ・カッへし
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色」等、画題の細分化および専門化に更に拍車をかけたといえる与。オランダは国土

の約25％が海抜Om以下であり、最高地点でも海抜322．5mの平坦な土地あるため、

その風景表現は、低く定められた地平線（時として水平線）の上に、空が高く広がっ

ているのか特徴である。そしてしばしば画面に大きく広がる空には印象的な雲影が

描かれている。中でも褐色や暗緑黄色等、限られた彩色を用いた「単色画」による、

大空に広がる存在感のある積雲や高積雲、真っ暗な雲間から大地に向かって差し込

む光芋、雲が落とす陰影に富む大地の描写は、オランダの風景・気候を活写するに

理想的な表現ともいわれる5。

主に17世紀に描かれたオランダの風景画に着目した理由としては、それらが地誌

に沿った写実的描写を特徴として大量に描かれたことが挙げられる。一万、16世紀

に重きを置かなかった理由として、16世紀後半においてはまだ風景は理想的に、あ

る種空想的に描かれる傾向にあることが主であるが、気候や気象に対する認識が16

世紀と17世紀で異なる点も大きい。ただし例外も存在する。気候学や気象学研究の

大勢では、16世紀は中世的な見方に未だ支配されていた時代としてとらえられてい

る。ルネサンスに続く大航海時代の幕開けにより、次々と地理的発見がなされ、メ

ルカトル（GerardusMercator）が世界地図や地球儀を、ホンデイウス（Jodocus

Hondius）が天球儀を製作するなどしたが、学問体系は未完であり古代ギリシアの延

長上と見なされている。しかし1650年には当時のヨーロッパ人の地誌観の集大成と

もいえる『一般地理学書』（GeographiaGeneraiis）を、ヴァレ二ウス（Bernhardus

Varenius）がアムステルダムで出版するまでにいたる6。また17世紀は計器による観

測が始まった時代でもある。1620年にアルコール温度計、1643年に水銀温度計と気

圧計が発明され、17世紀半ばにはヨーロッパ各地で、各自国内ではあるが、複数地

点による気象観測網が生まれている。長期の観測としてはケプラー（Johannes

Kepier）の約30年間（1598年－1629年）に渡る気象親別があげられよう。ケプラーは

1630年に観測結果を『ェフ工メソデス』（Ephemeridesnovaemotuumcoeiestium）

に発表している7。また18世紀以降は産業革命に代表される、公害のような人為起源

の強制による地球規模の気候システムに反応する芸術家から応答が強調される側面

が色濃くなり、空や雲の描写と作品との関連性が曖昧となると考え対象から割愛した。

曇天。冬景色一気候変動の影響をみる

「冬景色」と聞き、まずはピーテル・ブリューゲル（PieterBmegeideOude）によ

る〈雪中の狩人か（1565年）園や《鳥わなのある冬景色〉（1565年）を想起することは、想

像に難くない。しかしルーカスー　フアン・フアルケンポルヒ（Lucasvan

VaLckenborch）の《凍ったスヘルテjiiとアントワープの景観〉（1593年）四年こも見られる

ように冬景色を描いている画家は多い。ちなみニューヨーク市立大学シティカレッ

ジのゲゼルマン（StanieyDavidGedzelman）は、著名でない画家の一人と前置きを
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しつつ、気象学的に正確に天気を描く最たる画家の一人として、フアルケンポルヒ

を挙げており、《凍ったスヘルデIiiとアントワープの景観妙に描かれた変哲のない高

積雲は、左上に見える冬の嵐を起こす高層雲の端がちぎれてできたことを示すとし

ているB。凍るIiiや運河とその上でスケートをする光景は、先にあげたフアルケンポ

ルヒ以外にヘンドリク・アーフェルカンプ（HendrickAvercamp）図5、ヤン・フアン・

デ・カッペレ（JanVandeCappeiie）図8、アールト・フアン・デル・ネール（Aertvan

derNeer）園ほか多くの画家の作品〔敵国9）にも見られるし、水彩、版画の類まで範囲を

拡大すればさらに該当例は多くなるであろう。凍結を左右するのは水面温度であり、

通常は気温よりも低くなるため、気温が氷点下になるよりも早く初氷が訪れる。流

れのない湖や池などの境合、水面の温度が0cc以下になることが必須条件であり、

－10℃前後になれば例外なく凍結する。しかし現代の常識で考えれば、北極や南極以

外で、流れる水が凍りつくことはかなりの寒冷地でもニュースとして紹介される異

常事態である。しかし作品名の多くは「冬景色」「冬の川」等、まったく日常的な一場

面として描かれ、「氷上の遊び」や「スケート遊び」にいたっては凍りついた水面より

も人々の行為を描くことに対して作者の意図は向けられていることがわかる。重く

雲が垂れこめた空と寒々とした大地、そして厚く凍りついた水面は当代の人々にとっ

て、日常的なものであった。

スケートする人々のいる凍った河や運河の一見楽しけな場面だけではなく、陰鬱

な印象の冬景色も多く描かれている。滝を描いた油彩150点の作品群には劣るものの、

ヤーコプ・フアン・ロイスタール（JacobvanRuisdaei）の全作品のなかで、現在確

認される「冬景色」図10の約30点は比較的主要な群を形成している9。この傾向は16世紀

後半から19世紀前半に描かれた作品に顕著に見られる。ペンシルバニア州立大学の

ニューベルガー（HansNeuberger）は、欧米の41の美術館が所蔵する作品のうち、

1400年から1967年の間に描かれた12，000点以上の作品を対象に天候を定量的に調

査し、1550年から1849年の問に描かれた空は曇天でかつ暗い描写の傾向があること

を発見した0。そしてさらに加えるならば曇りの程度も、薄曇り、曇り、本曇り、高

曇り11と細かく描き分けられていることがわかる。地球科学ドイツ研究センターの

オッシンク（FranzOssing）は、今日よりもかなり気候が寒冷であろうとも雲の形成バ

ターンは変わらないため、当時の画家たちは現在と同様の雲を見ていたと述べている12。

寒冷化の理由

14世紀までの温暖な気候（中世温暖期）に対して、気候変動により14世紀から19世

紀の前半までの約500年間の寒冷化した時代を小氷期と呼，凄。特に17世紀は小氷期

の中でも最も寒いといわれる期間にあたっている。16世紀末からアルプスの氷河は

前進し続け、時として町や村を飲み込み、16世紀の後半からは、冬の低気圧活動は

85％増えたとされ、ヨーロッパでは冷夏と寒波により気温は低くなり荒天が続いた。
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図8　ヤン・フアン・ホイ工ン

（スケートをする人々〉1625年頃
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図10　ヤーコプ・フアン・ロイスタール

（雪を被った木々のある冬の風景〉
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表2　全壊平均した地球のエネルギー収支と大気の温
室効果［柴田一成、上出洋介編J総説　宇宙天気容京
都大学学術出版会、2011年、473頁より転載］

0緯　　0．5簿　　　1．25％

気温i（℃上遇脚度（％）
表3　理論的に求めた雲底付近の気温と過飽和度の高
度変化［廉吉辰志「雲のできるまで」（日本気象学会北
海道支蔀夏季大学気象義盛「新しい気象」テキスト）、
2006年より転載］
＊雲底の高度（飽和空気塊）が上昇する程、湿潤断熱
滅幸も上がり、温度が下がることがわかる。

例えば独立戦争が始まって間もない1570年に北海沿岸部を襲った「諸聖人の洪水

（Aiierhe帖genvioed）」では暴風雨が堤防を破壊し、ロッテルダムの大半が水没、ア

ムステルダムやドルトレヒトも水没するなど10万人以上が溺死している。天候不順

と寒冷化により、農作物も収穫の遅れや不作が顕著になり、海水温の低下は不漁を

招き、飢箆と疫病が蔓延するようになる－3。また17世紀は大規模な火山の噴火が起き

た。1599年に起きたペルー南部のワイナプチナ火山の大爆発により、17世紀は北半

球全域がかつてない冷夏となり、スカンジナビアでは太陽が見えず、アイスランド

では影もできないような薄日が差すのみとなったといわれる14。以降もヴエスウィオ

火山（1631年、イタリア）、ウラン火山（1638年、インドネシア）、パーカー火山（1641

年、フィリピンのミンダナオ島）、工トナ火山（1669年、イタリア）、メラビ火山（1672

年、インドネシア）、コトバクシ火山（1698年、エクアドル）他が噴火し、これに加

えて、日本でも駒ヶ岳（1640年、1694年）、有珠山（1663年）、樽前山（1667年）が噴

火している。近年では国立アテネ天文台の研究グループも、オランダの絵画に限っ

てはいないが16世紀－19世紀に描かれた風景画から火山活動による大気変動の徴

候を見分ける方法を毘示している↑5。しかし噴火によって噴出した微粒子が成層圏ま

で吹き上げられ太陽光線を遮り、地球環境の広範囲に甚大な影響をもたらすことは

確かであるが、長期にわたる寒冷化、「氷河期」をもたらすほどの強大な影響力はな

いとされる16。

たしかに積雪、川や運河の凍結の描写は、万人に寒冷化した冬の祝覚的イメージ

を伝えることは確実である。では「冬」以外の具体的描写では何が小氷期の様相を伝

えるのであろうか。それは天空をうめる雲の存在である。地球表面が雲でどれだけ

覆われているか（平均雲量）によって地球表面が吸収する太陽放射エネルギーと地球

大気系から宇宙に向かって放射される赤外放射エネルギーは変化する。太陽放射

（342W届）は地球の大気を透過するため、地表に到達し吸収されるのは平均して約

半分のエネルギーである。雲や大気中の微粒子（エアロゾル）による反射により、そ

の半分弱のエネルギー（77WI壷）は地表に到達しない裁。また地表面における通常

の太陽放射エネルギーの反射率は30％だが、地表面が雪氷に覆われていた場合は

80％に達し、雪氷面積が増えるほどに、寒冷化が加速されると考えられる。地表か

ら放射される赤外放射の大部分は大気に吸収されるTT。また雲の赤外線エネルギーは、

雲の表面温度に依存するため、雲の位置が高いほどその単位面積当たりの放射率

は低くなる動。よって雲量が多く背の低い雲ほど地球を寒冷化させ、雲量が少なく

背の高い雲ほど地球を温暖化する効果を持つ18。「背の低い雲（下層雲）」が生じる原因

を論じるにおいて、まだ議論がなされているところではあるが、デンマーク国立宇

宙センターのスペンマルク（HenrikSVenSmark）により、曇りがちの天候と太陽黒点

周期に関連して、宇宙線の増加により生じる雲の凝結促進と間接的な影響関係が存

在することが指摘され19、太陽活動の衰退と太陽黒点の喪失時期の相関関係姦亀があげ

られている。1610年にガリレイ（GaiihBOGaliiei）によってはじめて観測されて以降、
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太陽黒点が著しく消失した1645年から1715年の闇雲5は、小水期中最も厳しい寒さと

なったとされる17世紀半ばから18世紀初頭と合致しており、中でも1683年から

1684年にかけての冬は特に寒く、イギリス南東部・フランス北部海岸に海氷帯が出

現し、オランダの沖合30－40kmに氷が見え、北海全域が航行停止となった。またロ

ンドンのテムズIiiは馬車が走ることができるほど凍結し、屋台が並ぶ氷原と化した

といわれる20。黒点数の変動は太陽内部の活動の現れであり、太陽から放出される電

波や紫外線、X線、γ線または粒子流（太陽風など）まで、すべてに関連しているoま

た現在では、太陽活動と雲塊発生のリズムは、東京大学宇宙線研究所の宮原ひろ子

らによる屋久杉に含まれる炭素同位体14Cの分析および氷床コアに含まれるベリリウ

ム同位体－OBeの分析により、その関連性が一段と高まっていることも付け加えたい21。

樹木の年輪や氷床コアの各層の同位体の含有量を分析し、各時代の宇宙線量を見境

もることで過去1000年の太陽活動の変動を復元することが可能になる。この変動

は黒点数の変動と、温暖期や寒冷期（小氷期）の気候変動と対比することが可能である。
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表4　過去400年の平均した太陽黒点のグループ数の
変動（実線）、および樹木の年輪や氷床コアに残され

た宇宙縁起厘の同位体過去1000年の変動
［柴田一成、上田洋介編r総説　宇宙天気容京都大学
学術出版会、2011年、482頁より転載］

表5　黒点の年間平均数［Sourcehttpscience．naSa－

govssipadsoIarimagesssnyeariyjpgl

まとめ

17世紀に描かれた風景画を語るとき、いわば制作者が抱く宇宙像のカンヴァスへ

の発露としてとらえ、卓越した技巧描写を称え、モティーフの歴史的意義や時とし

てその寓意性について触れられることは周知の事実である。しかし同時に教会や役

所の記録、旅行記等の記述にたよるしかなかった時代に、自然界の真相を探る有効

な伝手として、他分野から風景画が注目を得ていることは、興味深い事実であると

ともに、オランダの風景・気候のたしかな活写に制作者たちが成功していた証しと

もいえる。ペールのような巻層雲や低空の層積雲の隙間から差し込む薄暗い光芋や

反薄明光線が、雲塊の輪郭を明快にし、大気中に水平に並んだ板状の氷晶に反射す

る太陽柱（月光柱）がいろとりとなるような冬の嵐の接近を強く示す空の描写だけで

はない。地平線や水平線から画面上方に大きく広がる空全体に、層積雲の雲片が強

風により切り離されたレンズ雲や、暖気と寒気がぶつかることで雲頂が垂直方向に

著しく発達した雲国高が描かれることも多い。このような鬱勃たる姿形の雲はオラン

ダのような平坦な地形では発生しうらいと考える向きもあるが冬の低気圧の活発

化や大嵐の発生率の増加など当時の気象状況を鑑みればいたって自然である。ま

た水と大気の色弱の究極の調和、絶妙の光の扱いと絶賛されるフェルメール

（JohannesVermeer）の〈デルフト風景沢1660－61年頃）囲当こ描かれた存在盛のある白

色と灰色の雲は、地上にもっとも近いところに発生する長い波状の層轟雲（波状雲）

である。この作品の大胆で力強い印象がこの雄大な雲に負うところは大きい。画面

前景に描かれた人物との対比で改めてその大きさに驚かされるとともに、空低く大

きな波が押し寄せるように到来する波状雲の特徴がよく表れている。回申に影をと

もなった歴史的建造物が描きこまれることで、太陽の位置や場合によっては時間す
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図11ヤーコプ・フアン・ロイスタール
（八一ルレムの眺望一布をさらす人たち）

1670－75年頃　チューリヒ美術館蔵
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図12　ヨハネス・フェルメール
（デルフト風景〉1660ゼ1年頃
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infiuenced scFence and human cuiture and

らもデータとして把握でき、当時の記録文書と併せて検討することで、さらに詳細

な気象を見出すことも可能となるのである。小氷期の中でも寒冷化がもっとも激し

かった17世紀において、卓越した技術に裏づけされた写実表現を特徴とする作品が、

限られた時期と地域に集中的に大量生産されるという、オランダ風景画の置かれた

特殊な位置が、サンプル採取対象として適合した点も重要な点であったといえよう。

太陽の黒点のことを英語でasunspot［＝aSPOtOnthesun］という。転じて「玉

に暇（Therearespotsevenonthesun．＝太陽にさえ黒点がある）」の意で用いられ

る。17世紀を代表する科学者ガリレイは地動説の信奉によってではなく、手製の望

遠鏡で黒い染みを太陽に、また痘痕を月面に見出したゆえに、つまりは神聖にして

犯すべからきる調和が保たれた天空に、不講和を認めたため罰せられたとされる。

しかし気候変動の影響がみられる17世紀のオランダ風景画が、この時代に初めて確

認された太陽の黒点の有無と太陽活動lこ運動するという可能性請の指摘は、絶妙な

る偶然とするに止まらない、さらに深い検討に値する豊かな内容を備えている。た

しかに今回のような例が、常にすべての芸術分野と別分野の間に生じるとは言い難

いが、多様な分野間の相互補完的な、いわば逆引きとも言い得る研究が今後も拡大

していくことにより、新たな視点からの考察が展開されていくことを期待したい。
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